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森林と草原におけるラインセンサスの調査回数と

確認種数との関係
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はじめに

2004年より環境省はモニタリングサイト1000という調査を開始した.この調査は,国内に約

1000か所のモニタリングサイトを設け,そこで烏類を含めたさまざまな生物の生息状況を定量

的に把握していくことを目指している.このモニタリングサイトlOOOにおける森林と草原の鳥類

の調査では,１kmの調査コースを設定し,そこで６回のラインセンサスを行なうことにより鳥類の

生息状況を把握していくことになっている(環境省生物多様性センター・日本野鳥の会

2005)．今後,モニタリングサイト1000の結果を評価していくうえで,６回のラインセンサスにより

どの程度,烏の生息の有無や相対密度を把握できているのか,そして把握できていない鳥に

はどのような種があるのか,ということを知っておくことはきわめて重要である.佐藤･黒岩

(2000)は高知県の森林で10回のラインセンサスを行ない,５回目まででそこに生息する主要な

鳥を把握できることを報告している.また,由井･鈴木(1987)，樋口ほか(1982)も５～6回の調

査で生息種を把握できるとしているしかし,いずれも少数の調査地にもとづく結果であり,モ

ニタリングサイト1000のような全国的な調査でそれを適用するためには,全国的に同じような傾

向があるか確認する必要がある.そこで，日本野鳥の会が行なっている全国的な烏類調査の

｢烏の生息環境モニタリング調査｣の結果のうち,６回のラインセンサスを行なっている森林と草

原の調査結果を使って,６回の調査でどの程度,烏の状況を把握できているかを推定したの

で,ここに報告する．
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